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喜蓄 積:ノマプnアニコーギニア ~0ニコーブりテンでj来栄したJ1~lí!'í;-II>J について3 製材および製材品加

工さする鋸Jli，乾燥， 1!-114h~飽切円 1]， J主塗波，出げぷ丁うちの7Jñ!1 の試験安行つだっ炉、

1.KfMTffiiま試験!Jj日 iとよって若可なり匁 14~19 j対応をとりあげている。続的γ別式比主とともにじiJ J~:l

抵抗が増大し，ひき，thがりむ発/1: しやずくなる向がおり， ，，'1ill::のブスプラム，アグライア i-jj沼市:

能率がひくいのパノレサ 1::け lまだちが起しく，比百のわりビひき甘~Iがりも lt じやすい。 li可申ム切iJ lJではラ

ンラン心主 tVJl1 i]抵抗がとくにfごかく 3 またアグライア，ノぐシフィックメイ 7'ノレ，ダイソックス Jゎ旦ほ

ほれが9 プスプラムは刃先摩耗が1& しくて刃先寿命が訓 '.;~'Iこ短い。吃:店、についてはニ~.ギニアウ

オーノレナッド，スロアネア p プラックピーンの乾燥所夏時間がんベ，とくにプラックピーンは水分移

動が忠いうえに孫ち込みが甚しく， ~をが核めて困難であった。 J主許ではブラックビーンが名主HムL一

斉1I について降宮がでやすく，ユリア樹脂法務芥Ijではとのほかニコーギニアローズウッド，カメレレな

どの筏'ì!i)Jがひくかったの塗装についてはりツェアB ブラックピーン，ハードセノレヂスの漁料医イtの

深廷が苦しく，カンジス 2 ブスプラム lζ 主制れの発/予が多いοílll げが l斗;はJ慨してfト]豆ぎあるが2 比

較的小さい山本半径まで出げ加士一しうる jMfill としてはブラックピーン，イエロ円ノ\ードウッド，ラン

ラン，ガラムートがあげられる。釘打ちでのさりれは比重との十日間がJjJく比重のアグライア， ラン

ランなどがとくに割れやすい打、向にある。
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まえかき

第7 千百 lこ続いて， 1976 年 9 刀パア。アニュードニアの西ニヱーブ 1) テンで採集した広葉樹付についての

ひき材加工に関する試験結果を f{l告する。供試tM滋は試験項目!とよって若干異なり， 全項目共通の 13 樹

14~19 桔t:flliをとりあげている。

供試材の採集経過. }L太の形状，各試験項目への配材等は第 6 報にしるしたとおりである。

L 鋸断性

小西 F代治(1) . IJI 口止~:U;J\太(2)

おのこによるひき材時の所要動力，ひき曲がり，ひき肌，主としてりばの発生稜皮を送り速度ごとに検

討した。

(1)試験方法

1) 供試材料

i供試材料の寸法はJ手さ 72 mm , 長さ 2m で 3 ひき材にあたっては前報1) ?ζ示したように木 1] l1Ji笛より

見た場合の内但IJ材，外側材の 2 枚をf主ねた。

2) 使用のじ使用機械

I 淘飛ぴごとにステライトを溶手当ーした)享さ1.06 mm , 幅 121'~124 mm のほぼ同状態に仕上げた;討の

とを 2m準備した。ひき，f:;J"JljJj序ョのこ粛の諸元は前半民と同じである。使用機;JJ&~まのこエ11径 1 ， 050 mm，タ

イヤ幅 112mm で》回転速度は 570rpm ， したがってのこ速度は1.880 m!min であった。

3) 送り速度

定速j活段変速機を用い送 f) 速度は約 5 ， 7, 14, 21 , 26, 32, 37 m!min の 7 段階とした。したがって I

溺あたりの切込み;豆は 0.17， 0.24, 0.73, 0.89, 1. 09, 1.26 mm の 7 とおりとなったの

4) ひき材所要動力多ひき曲がりの測定

吉日報と同じ。

の けば立ちの発生程度

Photo. 1 Iこ示すような基準で 5 ランクにほ分した。

( 2) 試験結果

1) 切削日与の所要動力

ひき悩 148 mm，材長約 2m のHをひき材した場合計1賀する正味所要動力 i立法り i密度の増加につれて‘

比例的に培l:iJU~ずる。:t去りJlli度 X (mfmin) と in未所要1])))力 Y(kw) の聞には一定の関係式が成立するも

のと考えられる。 これを Yニ'a+bX の単回帰式で導いた;場合の係数 a， b の f~l ， および送 1) 速度 26m!

111in のときの実測ならびに推定所要主))力を Table 1 に示したc とれらの結果を樹穣jjljにみると，比重の

高い芯j結たとえばカンジス (206) 歩 アグライア (210) ， イエローハードウッド (215) ， ハードセルチス

(219) は b の値ならびに!と味所主主動力(一部推定憶も合む)も大となった。 とくにブスプラム (21のは

比重が良市の lD自を示したので b および正味所要動力も最大を示 F ものと推定されるが， この樹種は送り

(工) (2) 木材部
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Table 1.鋸断所要動力

Net power required for sawing 

樹ね

Species 

9.4 

11. 3 

9.0 

10.8*2 

7.9 

6.5 

13.6 

注) *1 送り速度 Y と所要動力 Jピとの関係式 Y二二 a-I bX における常数
*2 外lí面による推定柿

Notes) 礼 The constants in the formula Yニ α 十 bX，
Y: required net power (kw) , 
X: feed speed (m!min) 

*2 Estimated value by extrapolation. 
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速度 7m!mìn でさえひきけ|村虫色であゥたのでそれ以上ωJるり速度:でのひきははhわなかっに c ただしノマ

Jレ lJ (221) は上七百カ1 泊三 ~ii品!と lJ\ ざかったにもかかわらず!l.lWPJi 安 [1))J i ま fills~i~打亡')\さどはなら心か-' í，こ。

乙れは後述するけば立ろの先立ム，.U，:j\与がよぢしたものとJ13われる c

2) ひき rtli がりおよび、波大送り速度

1 日のひき付ごとのfdλ;ひき ilb が è) la'[7;i:， さらに平均し Table 2 :と子J' した。 またおj求における段大ひ

きrI討がり{庄が L5mm をこえない政次のほり述皮を求め同去の最右らんに示した。 このJ仏大送り)j[反は

所要動力の小さい樹艇ほど大きくなる。 し tJ' し， ランラン (2Hi)，パjレサ (221) はØr 'bi lli}J力が小さい制

躍であったにもかかわら.f!技大送り速度は小さいいーとなった c またブスツラム (214) i土俵低の 5m/n叶nー

の iきり iili皮においても1. 5mm 以との「甘lがりがし， 今日の l試験条れではひき料が不可法という結米

し十，.，
仁ーヘホてl/'_ 。

の けば立ちのだ生程度

主立ちの :ç;-{'γ と Photü調 l のよう:こ 5 ランク付けしg ての平J::jÚI'[な Table 2 にみえした。 これら

の結果によれば，いずれのjt判長もよろり述度(切込み量)が増加するのにともないのけば立ちは大となる c

内 fiiiJ材 p 外 fJllIH-:とより切削方 (Ij を本主から;+:渓，あるいはその反対にしたが，的卒ほとは具なりョけば立ち

の Jt!J:[，lßU土山側付がタ}側付 iこ比べてかならずしも jえさいこはいえない結果となった。またスポンゾアス

(202)，ニューギニアパスウット- (204) ，パラノレトカ/レプス (213) のように比正:の小さいものはけは立ち

が大となった。ただしカンジス (20ののように上主主が比較的ノえなのに， 送り速度の[特加につれてけは立

ちの先住が<~~:l:~1 したものもあった。反対にスロアネア (203) ，夕、、イゾ、ノクス (212) ではよじ-'!i:が小さいわ

りにフば立ちの発止が小となったc なおパノレサ (221) は段低口)j去り速度でひき*"Jしてもそのけば立ち

の発とと反;立高r~iJdúli {l~Cのないほど大であった。

以上の結果を要約するとつぎのとおりである。

i ) 切)Ïi]lI告の íJミ味所反動力はi去り速度の増加 lとともない比例的に増加する。 立た所袋動力はそれぞれ

の樹桓の比重とほぼ比例関係にあるが」部例外としてランラン (216)、パノレサ (221) のようなものもあ

る。

) 比重の大きい樹陪ほどさり泌皮の増加につれてひき曲がりの 11l!は鼎えした。しかしパJレサ (221)

は比電力1極めて小なのに，送り速度が比政的小なる場合でも割合につきれiがりの慨が六となった。

iii) けば立ちの発主はJきり)ili皮の増加につれ大きくなるが，乙比重fの小さな凶斑ほど 11ば立ちが

大きいといえる。とくにパルサでは最低の送り速度でひき似してもげばちは似めて大きかった。

訂正

的i報投1)の Tablメle 2 {にこ主おヨ:け了る α仏， b の値およこび K出ι26 在m!旬「

l 桁3あうげる〉
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Table 2. i去り述皮とけば立ち

R日lationship among f巴巴d sp巴ed， maximum value of 

スロアネア
SloaγlCα 廿zsuia;γ'15

経斗
叫
リ

T
f
 

Speci巴S

201 

202 

;::03 

1.日
。園ヲ

1 5 

;::06 ム 2.2 
O. 5 ，、

2.0 

208 
, 

むーも
i.O 

0.6 <

1.0 

。.4

注) キ1 丸太の内側苦言から採った燥

*2 丸太の外側部から採った盤
*3 ひき出がりし 5mm 以内での最大J丞り速度
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およびひき ;tíl りの関係

wandεr and v;ア口口lly or fuzzy grain 匤 sawing 

品ndering , or fuzzy 
(mm) grain 

0.9 

-l , Z) 
(� 7 

L勺ペJ 

J 

。包 3
ーノ

u 
(1 

7 
寸ι，.

O.゚ 
T ハ 2 , 0 

0.6 O. () 
'), u 

。.5 ~1. 

んサ.u ハ
九日

ぷ u 。

2.0 3.0 

。島 7

。司自

。ーも

1 胴 3
5.0 

1.5 
U ‘ ν 

1.'7 
に~. \,' 

l@5 o r 、 -

Notes) 札 1 : Plank taken at inside port卲n of log. 
前2 0 ・ Plank taken at outside port卲n of log , 

*,3 Maximum feed speed applicable with 1. 5 mm 01' less wander. 
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ω

燥性ひき2. 

佐藤Lí:: _...(1) .鷲見博史(2)

ひき材の乾燥性について次の 2 項目の試験を尖施した。

乾燥スケジューJレ推定のための急速乾燥試験 (lOOOC 試験)a) 

前項で推定した乾燥スケジュー Jレによる悩店別の乾燥試験(乾燥スケジューノレ試験〉b) 

試験方法(1) 

材験日斗

"戸、1) 

ζ れ者三だら供i式格I種は 23 格I種のうち Table 1 の 17 必H]í:で，各原木から長さ約 1m の材を玉切りし，

板目a) 1000C 試験については，これらをヲびきして外周士15をのぞいた板[1，杭日の試験材を採取した。

b) 乾燥スケジコーJレ試験では板目， 柾口村をj与さ材提 J'l さ 2. 0 cm, rl1tJ 10 cm歩兵さ 20cm (乙また2

2.7 cm, 1[1同 20cm，長さ 60cm の寸法にそれぞれ仕上げた。

試験*;1ーの表面および側面はプレーナーがけしp 叫については水口百を銀ニス lとよりコーティングした。

τf If.~別4 耳r
ロ ël比l ポミ Lヒ土2) 

a) 1000C 試験には普通の定取乾燥器， b) 乾燥スケジ←L~)レ試験!こは，測定部奥行 90 cm，高さ 70cm

の電気式出動現湿度調節式1. F. 試験装置を瓜いた。なお，風速は約 1 m!sec である。

1000C 試験は p 板、日付を生から 1000C~

測定方法

a) 

その際にあらわ1050C の乾燥器で急速乾燥し，

れるおj即刻れの最大値と，乾燥終了時の内部:&ú

時のねりれ3 含;J<.率 196までの乾燥時間2 全乾

までのJ民約半も測定している。

b) 乾燥スケジュール試験:ゐ前項 lOOOC 試

fこ O

1000C 試験で推定された各樹程のすなわち3

乾燥条fl二 lこ対い乾球i日度は 50C きざみp 乾浪

球温度差は 0.50C きざみに修正する。

100仁
~， 80ト

60ト

40ト
制|

ド

胡町 ! 

心町叫

2R号|

さ 10ト
8ト

6ト

叶

2~ 
L 一 一ーム 」一一一一斗 ~.._j 
o 20 40 60 80 

含 Jj仁三塁

Moisture coれtent

吋~喝主

とこでは乾燥終了

それらの損似の程度から 2圃 7 cm J手 i:;Pこ対する

れ，および断面の変形(落ち込み〉を測定しp

乾燥条件を推定した。なお，

験の結果lこ基づいてお]却Jí品皮，初期乾i甲，球J目度

さj::J 末期{115E与をはめ， 条{'jーを合7J<.率の低下lと応

じて Fig. 1 のように変化させて乾燥を行っ

D.8T 
c
o
 

QJ 
'-

三世d
f百

協同日
門!一、

ε4 
(l;イヰ
斗- • 

主魁
4コ

合JJて率が 35% まで低

合水率 15% のj守の温度がオミ

乾球温度については3

F した Ill'点から，
F�. 1 合水王手と温湿度条件

Changing p乱Uern of dry bulb ter立per­

atur巴 and wet bulb depression. これ期;ι皮になる指数曲線をグラフ上lこ与え，

(1) (2) 木材部



パプアニコ←ニ下ニ f村のtJiIT;!jtl.}，I (策 8 'f'iD C末、十IJJHj ， I :V>F í， I!J\:Jj;J

lと長、ついて台1](4人ケÇÖ%低下するごとにP出皮をあげぶって~Z出球19rt皮Jくについては，含/点](>ヰ4くが~)初初jリリU叫

iほ三(ばま 2/:" 1，にこ f低凶下 lし- ，允Lそ勺こゴl吋i昨点と

;にこ与え 3 ζ オ1!こいて;.;- /]'(>:干.z 5. 10忽低卜 j るごとにィーを爪:J、 ~'s せる r

11:" 

乾燥経過 '11 V立 花時間およびぬ泌度変化時に司監制定を行い歩合水率減少総jJ~~;Ri)} あわせてitû ;f lノの

矧察を1J った c また，町民終了11主には試験付の収納、':fl，ねじれを1M定いさらに '1'火山iを印刷して内部割

れの有無を i続した。

なお， r出， J三さ )]1;せの収執行本の測定については、 丘)， b) 試験とも試験ト!のiえさの :1 1ょた位 i;-~J': -む行い， )亨

さのlよ.j{ì'， ;fli 81 +::Jでは平仮日 1 か rifr，もEfヰ材;ま 5 か所1: it'lJノとい lil[jìhiÎrJ はノギス(治Lを 1/20 mm) , Jヲさ

)JIﾍl] ばシックネスケヘージ (*81史 1/20 mm) を月]し、/こ。

( 2 )試験給与、

1) 100"C ~よ験

j(]()"C の乾燥出ごも、じとや 1 ノ fこ際の欠点のじ民、 および従>iこされた乾燥条{午などを Table 3 1，こ示ヂ。

これらの結果から概略的ながら次のことが切らかにな勺たc

a) 初出さ11

'，1;1]れのはなはだしし、店内HHJ:，イエロ，ーハ ドウッド (215入ハードセノレチス (219)，ガラムート (220)

で， スポンシ 7 ス (202) ヲ 二三9 酌司ギごーアロ戸ズウッド (209) ，ノミノレサ (221) の 3 f!Hüll!ま別れの先/長が!ま

とんど μ忍めらオvt-f カユった〈

b) 断[ふの三三j巳(格ち jろみ)

こ ω欠点が肢も生じやすい特目立，ブラックピーン (208)芳次いでニ 」午、二アウォ弁 Jν ナット (201) I 

スポンジアス，ス口 -r /(1 ア (203) ， アグライア (210)，ランラン (216) であるつ

c) 1 守;'\lS f~リ

最も/とじやすい防犯は，スロア不九ブラックピ戸ン ， 0，: し 1 で一二 γーギニアウォーJレナット， ランラン

でァ仙のtiJH は jfj ~~r) 1S:lj í ν 'ÍC;J:ゐの危険がきわめて少以い。

2) Î'乙必手スケジ L ~--)レ試験

乾燥スケジューノレ試験にあたり，初合 iJ， '卒、 i111μ皮条件，乾燥11年|じ]などが近似しといると思われるも

のにつし、ては，それらを 2 倒れすっ組みわ吐て I l1j 一条f↓叩で試験した c このため T旦ble 3 の乾燥条1' 1ムの

組合主るめたものと多少子i~なった条刊で乾燥した心j径がある ç J;UfJ した乾燥条fl (修正乾燥条件〉および

乾燥時 n仏全以j{iÎiネなど在 Tablc 4. i こノ Fig. 2, :1 !ま i段岐路ぬのかI1 である c

'1、日 ble 4.の条件による乾燥スうジェ Jレ試験におい亡，才答ちょ今みなどの鼠防が iどじ，乾燥条件そ

あるわ!皮かえる Jピ、'，ígがあると行えられ芯出松は， I欠のようごわる lヘ

司) スロ γ ネア (203)

のわりには水分野引Jの怒川判である。乾こよゐ損 i日ふいじ!こ初川吉れと内 ;'I;';1;IJ;1 し， fl五百十社に

日だしい落ち込みが生じたわそのため初期温度，温度差とも Table 4 0)条件よりも?タるくする必安があ

ろう。

b) ブラックピーン (208)

上t:， tH がく， ;f!反日ョ右下回材ともごK分移動が恨めて思いり乾燥による損傷はp 反目材 lと初期制れと内部告lJ

れが生じ， M 町村lとは版企 iúÏiζfl;だしし、議、ら込みが認められた また，紅、組1]1こ iりかうほど不正日付のはさ
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Tabl日 3. 100QC の

Quick drying 

tii 種

Sp巴cies
Log 

number 

Speci五c
gravlty 

Initial 
M. C. 

(oven-dry) I (%) 

ライア
litoγalis 

パシフベヴヲ
A問。。γa

スポンジアス
S台ondias dulcis 

j 

ニューギニアローズウッド
Pteγocar抑E 同dicus

ンラン
rnacγoþoda 

ワイトシリス
integrifoliα 

:216 

:?l7 

ステ Jレクリア 11.25 218 Sterculia þar.伽sonii ~'V O. 25~>0. 26 

ノ\ー ドセ jレチス | 除毒患
219 Celtis luzonica L' J0.65~0.66 

ラムート """ 0.62 77 患22D 
coj抑制S 1 O. 62-~O. 62 77>~77 6~6 

一一一一一一一一一 一一一γ一一一一一一一一一一一一丁一

ノイ jレ サ .,", O. 陸自 153 1 1 
J ヌ21 ""::'~"._I ._, yy 

Ochro附a �yramidale . ., 0.08~.0.09! J43~.161 I l~>l l~l 

m *1 欠点のね皮は初期制れ，断阪の変形は 1-8， 内部1)1れは 1-6 までの版伎としp 数字のJ( きなものほ
どp おのおのの欠点が大きいことを示す。

*2 乾燥条件は 2.7 crn 厚j'..J荊 p 試料数 :3.

n
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ャ {ι.，

;し\ム焼l

at 1000C 

臨
む〆\も

4 

]へ .1

1 

1 雪 7
1 ，一.、，0

6.1 ι2 
4. ;~ヘ .L

3.3 ヰ費量
。ハ J九日 (. 

2. 7 13.0 
。ヘ，].1]

2.0 
ハ rJ

3.3 
i 匹。 J長。 n

4宣告 S41l 
4 ム ιCJ-'、(、一i ムペ写 手 i)

5, 2 
ノ t ， 3へ(ー

抗i~ ;t'乾燥:糸円相

Estimatec1 c1rying condit卲n 

4事

50 
つ

10 

3.0-----'3.0 

3.7 
，功。〆ゾ4.0

2. 2 
"、へム勺ー 、今J 

3.2 

2, 3 
L ， 、.;，7， J 

11 
! 1 

7 喜

82 
1 ヘ

70 
70へ .70

8: 、

事 1
日門戸、.i3 1

事 1
δ[.，，81 

一一一一一一一

6. 5 
凸凸 s

Notes) *1 As for drying defects , hoth initial chεck and deformation are graded into 8 steps (1 -8) , 
and honeycomh is graded into 6 steps (1 ~'6). Higher nllmbers 印n severer defects 

*2 Estimated drying conditions are applied for 2.7 輓 thick lllmber , 

Number of specimens : :: 
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格t t事:

Sp巴 ci巴S

ニューギニアウオ 4 ノレナット
Dracontomelon 

ρuberuh日開

スポンジアス

α也5tγale

ニューギニア
ローズウッド

Pteγocaγ争拡s indicus 

アグライア

A腕。。γa c叫cullata

ックス

aγ杭oldiam悦γ孔

ノ寸ラ Jレトカノレプス
Paγaγtocaγpus 

v呂鈍enos也S

イエローハードウッド

Nω抗日uclea 拙aluensis

tf ラム一、

Vitex cofassus 

林業試験場研究報告第 299 1'}

Table 4. 各樹還の乾燥条件と乾燥時間および収納率

3 

5 

2 

12 

4 

10 

4 

ハ

υ 

6 

8 

0 
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Table 4 , (つづき) (Continued) 

Specir、S

版本
番号

修正乾燥条代制 l 
Corrected drying i 

conditio日 ('C)れ
れι
L

J
 1
 

州
側

ノ{ )1ノ

Och:γ0蹴品全yramidα:le

泣〕 試料数は 1 和!とっき絞は，紅白名 2 枚。
*1 FG: 板目， EG  :t1E庁
*2 ~も球温度 I j: 5 "C，求{[I~Lr2ン芹 Lt U. 5 oC :J'li約じごぼられたものリ
日ガラムート (220) I 土90~~40%。

スロアネア (203) は140~15%。

ブラックピーン (208) ，ノマラノレトカノレプス (213) はlOO-10%o
ランラン (216) Ij80~ 10%。

アタライア (210)，ホワイトシリス (217) ，ステノレクリア (218) は70-10労。

ピメ口デンドロン (205) は60-10%0

ハードセノレチス (219) は50-10%。

残りの対極は90%から 10%までの乾燥n号制比を示す。
Notes) Number of test specim告ns 15 2 flat-g l'ained , 2 edge-grained pieces for each species 

*1 FG'"'' Flat-grai双， EG "'''Edge-grain , 

*2 Figures are rounded to 50C interval for dry bulb temperature and (), 50C interva! for wet 
bu!b depression , 

キ3 Based on drying time , 

from 90 to 40% moisture content :γitex (220) ー

from 140 to 15% moisture content : Sloanea (203) , 

from l�() to 10% moisture content : Costanosβermum (208) , Parartocαrpus (213) , 

fromω10 10% moisture conte九t : Burckella (216). 
from 70 to 10% moisture content : Aglaia (210) , Ailanthus (217) , 51抑 r:ulia (218) 

from 60 to 10% moisture content : PirnelodendroJl (205) , 

from 50 to 10% moisture content : Celtis (219) , 

from 90 to 10;;ぢ moisture content : Others , 

__.反目 11;

---{J~低 ι (z、

x---- きII El (1) 

d 伝E:

軍l 車問「店1 Drying time 

Fìg , 2 ニ 1 ーニドニアウォ.- )レナット村の乾燥経過

Drying proces 弓 01' Dracontorneloη(201) 
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2100R 一枝白川
忘 れ九 一+ーノ反目

TB口、へ ここ-211;
~~ぐ弘 、\

fh 店内 、長\
山--，ホ，

o な"κi

D BT 

一一一一一一-L一一一…一一←i 一一一一一L一一一一一一 J。 2 4 6 8 10 12 14 (day) 
乾 j黒時四 Dryi 円 9 time 

Figo 3 ランランけの乾燥経過

Drying proce 弓S of 

Burc!wlla (216) 

減りがノミきく p といえようっそのため~吃燥条件とレては， 初期iE皮芳を L 5o~2. 0 

ùC とし，乾球温度については， Table 4 の温度より低くすることが望ましいが，そのさい乾燥時11ñ はさ

らに延長する。

c) ノ f シブィックメイプノレ (211)

この佐H事n土前記 2 樹程 lとl七ベ乾燥による損傷は経微であるが，板日村lと初期jl;IJれと，tJl同村に落ち込み

が認められた。そのため乾燥条件としては，初湖溢皮 500C， 1]Jll皮芳ぅ 3白 ooc が適当と思われる。

以[:， 100ùC 試験から求めた;'tYL?'間交条件を基 lじ 11コ!の乾燥スケジュー Jレ試滋の結呆を示したが， wJ述

の a)o'~c) i己記した桔I極 j)J5 トは 2

で乾燥できる可能性があろう。

られず， Table 4 r C1J; したj品湿度条件よりも強い条件

なお，今!日供試した樹稲の r[J iこ，官í11 f1 1 といJ-'樹種ヲスポンジアスが含まれており，今回は前 1 ，， 1 よりも Î;~!

したにもかかわらず， 割れ，落ちiろみなどの損傷は認められず， 生材から合/1<率 10;;ぢまで

乾燥する時間も，板凡祝日付とも前日よりも短かい時間で乾燥している c

最後に，試験した 17 樹経の中で乾燥科易な悦随を列記する~)次のようである。

ノf ラノレトカルプス (213)，ホワイトシリス (217入ステルク 1) ア (218)，ノ勺レサ (22 1)。

3. 国転飽切高IJ 性

J11c jffi (lJ 

回転j1'i!Uこ主る切汚iJ性を検討するため，第 I 報1)に示す試験方法によって次に示す 2 項 I~I の切削試験をね

っ fこ。

(1)試験方法

1) 切首rj低抗試験

今回Jr材の 23 似 +iQのうち TabJe 5 iこ示す 15 倒碍については縦切目1]， 横切nりおよびぶ口切汚IJ の 3 切削

試験を行い 6 樹砲については縦切削抵抗試験のみを行った。試験装置p 測定方法などは前線のとおりで

ある c

(1) 木材部
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2) 刃先の寿命試験

自w級と同じ試験ガ;去により Table 6 の 15 樹苦f/ごついて刃先のオj命ぷ験を行 ) lこ。

( 2 )試験結果

1) l;JJ 削抵抗試験

119-

日íj記の供試総務についてのX~iプ刀打:J ， 慣f)J 司 IJおよび本 1I 匂j別における実験式 P=a十óf九をつためた、そ

の結果そ T乱ble 5 三示した。この結果から，

乱) 縦切!刊では P=a 十 bf'll の実験式において， 11=1 となり['ニ d 十 b/ の!古;:%~式で示されるつ

b) ランラン (216) 土t:ï' ~= I;]jい凶 jï i]tJ1J九1直径三l した ο

c) 横I;U ljl]のジ三段式は P=a十 bf の山止であらわさ 1L，守~ 1 のバ験結果と同様の傾向であったo

d) ボ 11 切口!J の尖験式 i~ P"u' ト bJ の Ilè[早急でおらわされヲ 特(こニ円…ギ二アウォーjレナ iソヤ (201) ，

アグライア (210) ， ランラン (216) およびノいードセノレチス (219) !立高い llJl ::t:・示した c

2) 刃先の寿命試験

刃先の寿命試験は 定切 !'ílJ判長ととの欠点本在へ 削 !/J 長と欠l~i ネの関係;いら欠点率 7096 に iコごし

たときの切内IJ付 υiとめた、その指壬 Table 6 1こ示した j この粘から，

a) アクライア (210) ，ノ fシアィックメイプノレ (211入グイゾソタス (212)，フスブラム (214) およ

びランラン (216) の 5 樹種以外は試験ドj の閃係から火点本 7006 に JíずるまでガJlJI]できなかっ fこ。

b) ニースーギニアパスウリド (201) およびメロデンドロン (205) は， l'JJ Ij'1初期(こ 9'.150，，;程度の逆 FJ

:まれによる欠点がうる役し，二ょードニアパスウッドは切削 1七1， 000 m から ~'l 1ーのけ寸♀し、均したが，

ピメロデント‘ロンは切、JIJ付長 L 330 m (こ返しでも 9 あまり変化ばなかぺた

c) 二工ーギ二アウォー Jレすット (20 1)，スロアネア (203) ，ホ fJ イトシリス (217)むよびハードセ

ノレチス (219) の，11M 憶は， 切 )jlJ初 JliH三 4096 むj立の:主目 lまれによる火点、がす在と|したが， I;JJ 111) 材長の増加

ともない逆日 lまれが減少する傾向がみられた。イエ口ーハードウソド (215) 1;;: ，切削初期!と 65% 程皮の

逆臼 i討し iJ5発11:: したがh 切 J'ílJ f)， 1立の Lf判II!ことも江 o 、!日記日悩杭と!，'，] ;1，五の傾向がみられた c

d) パシフィックメイプノレ (211) および夕、イゾりクス (212) の 2 必I !'U は 1 刃あたりのj去り!万i: 3. 0 

ITIlれでは 72活および 74形のj近日:まれが発生い この試験口、では刃うi己のj-r'0[� ;-;: 0 rn となった c ,ìi0: [j ~まれ

のみが発生する場合のl;JJl'ítJ条件の対応策としては伊 j去り J主皮9 切!'jljfJ] , 公人Jの適正なセットなどがある

が，今日は送り j志度を剥裂してみた， 1 刃あたりのj~; ~) J;;: 2. 0 n1 m としたときノぞシプ(ソクメーア Jレは，

tJJ削初期に逆白;まれが 4096 程度{乙ダイゾックス :W俗程度に少し，…i 分!史)fj :ífiむな 1i:t， l fL五!となっ

たu アグライア (210) は 1 :;りあたり ω冶主主 3.0 mm  90対校度 2. 0 Ylll1lで 8096 粍皮のJ主日 lまれが

治生したが 1 刃あたりのj去り鼠1. 0rnm では道日ばれが 5 お程度の允'J となり使用!日能な切削 IÍl I が得

ら h t:こ v

e) スポンジアス (202) オJ 上びスデノレクワ γ(218) iむ r)J 可から白日れと同iftいが発/1ーした

が， 切百 IJ材iえが1. 450 m および1， 330 m にむいてもノ人点~r70対に J主しなカ、勺大 c

f) パラノレトカノレソス (213) は， 切トjl巾Hこ巡 [Iiまれが 396 包皮と少なかったが， 切削村良 225 Il1か

ら回途いがヲé<L し， 1, 450 m では 6096 忍度の欠点、本となった。

g) ブスブJ ラム (214) は刃先の摩耗がノえきく，りj川村氏 70 III でけ i主いおよびこか川立ちが発! 1: い 欠

点本 709<ムピ述し fごぐ〉 ランラン (216) はブスプラム (214) に比べ iif刃先の寿命は長いが lえl織の傾向と
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Table 5. 切当IJ 抗抗

Cutting forcε 

Species 

values in 九.33)
experimental equation 

p=叶b["_ 一一 (kg/cm)

b 

樹種

T 1. 3J 

C O. 6~ I O. 60 I 11. 1 I 4, 82 ;3.03 

スポンジアス
L l 0371035; 1. 35 

202 τ 0.37 0.35 10.3 I 1.23 1. 54 
S�ondias dulcis f一、 ハつ7 I ハつに ;;，ロ ワハつ 6. 5ヲ

1. 18 

1. 47 

ニューギニア
ノ守スウッド

Endosμγ加担叫

molucca叫um

1. 91 

6.18 
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1. 14 
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Table 5. (ってi き) (Co日tinu巴d)

話J

ノ/

11 

l. 00 2.0己

11 

corymhosa I 
11 

イエロー
ハ-- 1，"ウッド

Neonauclea 
maluensis U. 6日 4. J~， /1 

「一

L 00 

Celtis luzo抗Jca

ガラムート
Vitex cofass紅S

ノイ ノレ

Ochγoma 221 
判γ仕官lidale

1. 24 カメレレ
EucalYlうtus 222 

deglujうta

チーク
Tectona gra河dis

221 1 

注) 1) L: 縦切百1]， T: 横切削， C 木口切削。
L : Longitudinal cutting, T : Transverse cutting, C : Cross cutting. 

2) p: 切削抵抗， f ・ 1 刃あたりの滋り:量。
P : Cutting force , f : Feed per knife. 

3) Po ・3 ・ f ニ O.3cm の時の切首11抵抗。
Po・ 3: Cutting force at f~O. 3 cm 

1. 75 
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十卦 科:

Species 

ニューギ、ニアウォーノレナット

Dγac併はornel併花争乱:be:γul:制札

スポンヅアス

Spondias dulc﨎 

Sloanea 坑宮説:laγis

Pi慨elo品開dro:礼的礼boinicu:拙

アグライア

Aglaia litoγα:lis 

ノ f シブィックメイブ。ノレ

Amoora cucullata 

ダイゾックス

Steγculiα paγki抗sonii

ハードセノレチス

Celtis r叫zonzca

林業試験場研究報告第 299 号

Table 6. 刃先の寿命

Knife life 

i立合7J<.2終|回OfJiJらlγ艮

Moistu主巴
content 

注) 1) 欠点選70%に送したときの!;JJ !'Jリ材長n
Notes) Planing Jength at 70% of defective pieces 

2) + 経度の発:1:，十十: L]Jf_hl[廷の発生， +1十主m:の発生。

寸司

十: Defects occurred slightlyら什: Occurred 児markably，俳: Occurred very remarkably. 
3) *: 1 刃あたりの送り[IT 2.0mm，帥: 1 刃あたりの送りl:1l: LOmm

* : Feed per knife 2.0 mm, 本求: Feed pe工 knife LOmm. 



パプアー二 r 下一ア村 ωJJII工的医(~~ 8 坂) Ciこ平[J 井j桁Hl研究班) η
J
 

内4
1
よ

斗­co _--ム 1こら

訂正

策 1 将 Table 6 iとお lアる比煮の;1闘で供~t[ç U-~j' ì.~.全乾iL'i'Iζ ，企乾時は.#t t~[\~8寺にあらためる。

1. ひき

町 LI 保子二(1)

3極史イ七!1.~J，木村 j村 tj; 'Ìl11=Uを Ffi いてひき1，反を i去悲し，それらの常態接持カおよびÝli~.iI'ij機器力を求

め Tこ G

Tabl巴 7. 接着斉[J の配合および抜者条件

Forrnul品tlOn 口f glues 札口d gluing conditious 

項目 ltem

ユリア樹脂接着|ノレ
斉IJ制
Urea r記SlU
旦dhesives

接着剤の配合割合

日
〉)

 
[
 

日
l 100 100 

; 0*2 19*ﾚ 

?性 ixing r乳tio of glues 
f 

c 

Lミ *6
J 

7:S0 

接着糸 Vi
ムつ:5ーハJ 250 2;)0 

ヱヱ n 

Conditions 1CJ 

of adhesﾌon 

]。 [0 

町斗士 rn-j (1-.-v>円\

20 20 20 

注) *1 大lfßt~(0]1株式会批:大;血レジンディア/ーノレ331手
*2 1/ : 1st，長剤， Hot-P-2 
-1:3 I! ・ 5更化釘U ，大IfE 1/ジンディアノーノレ33iラ用

*4 1/ ブミ成レジン 1自5.J;j

ホ5 11 : j 巨i歪刻，小麦粉

*6 : l:史イ己売iJ l :t'11イじアンモニウム20%水溶?在
学 '1 シンコ~;ドンド No. 52 SH 

*8 ji ラス電椀 pH ;if 

ホ9 B豆転結皮計

Notes! *1 Ohshika shinkoh : Ohshika resin dearnol No. ;;3. 
*2 Filler, Hot• P-No. 2 

*3 Hardener, nse to Ohshika resin deamoJ No. 33 on1y・

政4 Ohshika resin No. 105. 
*5 Extender, wheat f]011て司
ネG Hardener, 209百 Ammonillffi chlor冝e 801 
'1 Shinkoh bond No. 52 SH. 
*8 Glass electrode pH meter. 
*百五 M. type viscosimeter 

(l� 木村利用部



-124-

(1)試験方法

1) 供試材

林業試験場研究報告L 第 299 号

供試材 (19 ;1M種)と比較試験材(マカンパ・レッドラワン〉はp 厚さ約 3mm ， 幅 50mm，長さ 260

mm の鈎仕 i二げされた柾目のひき板である。各ひき板は，温度 20'C，関係視度 45% の恒温位&'1)，室内で約

3 週間調J霊した。伎同時のひき板の合水率は 7.5~10.5;;ぢであった。

2) 接着剤および技者条件

技者舟]の葎類・接着剤液の配合およびそれらの性質・張者条件などを Table 7 ~亡示す。

3) 試験休および試験片の作製

古íj報1)と同様の方法により 2 枚合わせの試験体を各樹穏について 2 枚ずつ接着して調湿した。試験片

(Fig , 4) は 1 枚の試験体から 6 {1m切り出し多 1 樹種につき 12 個ずつ作製して9 接着剤別にそれぞれ常

態および湿潤接着力試験用に半数ずつ振り分りた。

4) 接着力試験

常態接着力試験;ぉ JIS K 6851-1972 接着剤の木材引張りせん断強さ試験法 lと準拠した。湿潤接着)J

試験は， JIS K 6857-1973-援者弗]の耐水性試験方法に準拠し2 接者斉1]の葎類別に Fig， 5 Iと示す処恐(レ

ゾノレシノーノレ樹脂接着剤→煮沸くりかえし試験，ユリア樹脂接着剤→耐温水試験，西'fr~後ビニノレ樹脂ヱマノレ

ジョン接着剤→耐水試験〕をしたのち時れたままの状態で各 6 片ずつ試験した。

(2) 試験結果

常態および湿潤接着力試験の結果を T旦b1e 8 と 9 に， 弁桔j艇の比;忌;と各接着)]の関係を Fig. 6~11 

に示す。

木材比íl'tと接着力の関係は，各接着剤の特性によりととなった。 各技者剤で比重のわりに接着力が低い

樹蒋，あるいは木t~5 1J1JL断率が低い樹艇は，木材の物理的 e 化学的特Jトtが影響したものと恩われる。各試験

法および各接着剤において測定値が特lと低かった樹稜はつぎのようである。

ト 20 ー斗

〈単位・ mm)

Fig. 4 引張りせん

断試験片

Bond shear test 
speClmens. 

j昏右月rlj

AdhE'sivE'S 

ノ/づL持 l月E 活者削
Resorcinol resin 
adhesives 

Polyvinyl acetate 
emuision adhe 
5IVE'S 

喝一一一一加温 '1に自主験一一一一一一ー
Warm water proofing 回目

Fig. 5 試験片の接着剤と耐水性試験の処理条件

The adhesives of specimens and treatm巴nt
for wat巴r resisting property test. 
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Tablc 80 常 設 j妥 当一 )]*1

Dry bond strength 

都f

Spcci巴S

自信 11l1l 94 
10自

Spoηdias dulCZ"s ?0~~106 I 己O~~l 00 I 

82 |鈎

Sloan叫 zn路l丘町 60戸、~ 1α〕

ニょ…千ニアノ幻えウッド 1 亀 盟書

Endos ，悦γ世n師団I molzlもcc邸

ピメロフゴントロン 君事 7 註 豊富 40 
205 

52~'140 

JJ ン ジ ス 133 書官 124 自 5 20 

Garcí況ia latissi制α 50へ， 100

、y
J. ア

|小:10207 0.45 10富 1 自富
Litsea γiα抗記筑主'15

ブラックピーン 12 自8
1 自由208 0058 

61 ヘヲ2 50~100 
1 哲司

Castanosþe:γ宵lurγ! austγale 64~ ，ノ自ヲ 40.~90 

ニュ..-ギ?ニアローズウッド 語自 93 60 

Pteγoca:γpus indicu, 100 10事
52~121 48~72 83〆~98 O~l∞ 

すゲう イ ア 7自 110 30 

Aglaia litoγalis 91~122 。.~lOO 102~167 1 0~~10(J 7~~131 。(ノ60

ノ f シプィックメイア0)レ 811 85 83 富島 話自 自自

67，'~99 

71 

凡1aranthes corymbosa 

イエローハードウッド

Neonauclea Nzaluens� 

ランラン

Burckella 抑協Cγopoda

nHw 

a

咋

〆
h
u

亡
。

q
4
1

ム

q

d

)

 

4
H
開

Fl
 

η
/
 

1
 

ステ jレクリア

Steγculia par註insonii

ホワイトシリス

Aila札thus integγífolia 
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Tabl邑 8. (つづき) (Continu巴d)

Species 

樹種

ハードセノレチス

Celtis luzonica 

カメレレ

E札calyptus deglupta 

レッドラワン

Shoγea 坑egγosensis

マカンノマ I ，~ ~ c 1112 8自 120
I B 0.63 

βetula maxirnowi印ana I - I 92~! 13 0~~100 I 93…143 

I士) *1 J1S K 6851~1972，援者到jの木材引張りせん断1告さ試験方法lと準拠した。
接着条件 :T呂ble 7 参J向。

米2 6 試験片の平均倍。
Notes) *1 Based on JIS K 6851~1972 ， Testing methods for strength properties of adhesives for wood 

in shear by tes ting loading園 Co註ditions of adhesion : See Table 7 
<2 The average of 6 test values. 

Tab!e 9. 湿潤技者力事1

Wet bond strength 

スポンジアス

Spondias dulcis 

スロアネア

Sloanea insulαris 

ニューギニアバスクッド

Endospenmu幻 moluccanum

ピメロデンドロン

Pimelodendron amboi托icum'

樹 1這
本
号

原
容

Species 

車

時

語

富

jJ ソ ス 114 

83.~143 

十 58
207 0.45 

58~71 

書5 78 7D 13 _ 

m~100 l ト93 I 60~J 100 I 日制

書o 74 5盟 23
自

80~100 I S5~的 I 30c_.100 17 ~34 I 

79 24 
HJO Il 

73.~町 18~-:l3

1) ツェア

Litsea iγia:也君nsis



Sp己Cles

フラックどーン

Casta月051う釘m australe 

Pleγocaγ/，us 坑die;も

グライア

Aglaia ii!oれûìs

ノマシ Y イヴクメイアル

A杭00γα cucullatü

ダイゾックス

Dysoxylu制 αγ托oldl的lU酷

ブスブラム

Mαγanthes coγymbosa 

イエローハードウッド

Neonauc!ε Inaluensis 

弓ソ ヰ、ノ
ノ

Burckella 骨1a Cγopoda

ホワイトシ IJ 、

Ailanthus iniegnfoliα 

ステノレクリア

Ste:γιuliα 争αγlúnso抵抗

ノ、一司 ド )v f ス

カメレ

Eucaly�tus degluþ!μ 

レッドラ r] ン

Shorで品目立主γ05e11.')'i8

マカンパ

nefula n1.(l')(:inZOl-uicziaurl 

パプアニ..二し\一二 r 材のり1I 仁川(ジ" 8 出) (不利!日和j 活問火 lノ 巧
〆A

ワ
ム

1

ょ

。r-，，_<~O

思

(}、

塾

E 

ヌ

35'~44 
事

45 
!1~)--" ，J8 

窃誠

羽

題

題

]主|
14 

詰
3 自

ノ寸 r、 f 、

'， )L 、〆ツ u

ホ J .TIS K 68:i7-1 持、殺到!の川ドL汎駁ノ ζ1学技 1 して ]J'!-本子|日引に jl'JXl' U.ニフ
: Table 'ïミ

長 f下: Flg. 5 
*2 6 J-え5会九

Notes) *1 Based 011 ]IS K 6857-.1973 ・ TestiDg methods resislaDce of adhesive bond to water or 
moisture. 
COl1ditions of adhes�D : See Table 7. 
COl1ditions of treatment : See Fig. 5. 

本2 The a verage of 6 test values. 
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Fig. 10 

1n-:~，~Jt2若)J1) 

俊ピニ iv出 il!ヲコマノレジョンユリア樹脂民主邦1 (目、卜 UF入レゾ、ソレシノーノレ樹脂波布、芦(以卜 ~F) ，

技者邦1 (以下 PVAc) の 3 田知:(こ共通して段力が低かったはHはフラックヒーン (208) であった。つ

カメレ ν(222) が UF の 1&j合にほし寸前を /J三しいでニ l ーニドユアローズウッド (209) が RF と UF でョ

fこ O

ランラン (216) であ勺ラム (214) , ス、
ァ
ノ

H主演の技:j'riア1 }?~~j~;m して低い総信lむ;1~-0引砂:附トキ{では，

ピメロさらに PVAc ではpた。っし、どノヤードセノレチス (21ヲ〉が RF と PVAc のlLfTiと低い{山をノj、(ノ，

ハード "J y F (215) などが低い (1立をイエロ7 グライア (216) ，カンジス (206) ，デンドロン (20:)) ，

示した。

1tl;;, ll~IJ接持力2) 

{札制J主主l ノj は常態12'2 1;j 力 lと文J し全制下日1 の '1/1出店で Eミドは 8096， UF: よ 7G;;づ， l'VAc  iま，)3)占にな〉 fニ。

ン (208λ タイゾックス (212) ョRF て、ブラック L:ふと~.比重のわりに低い抜者力を /J< したiM極は，

ピメロアンUF ではニュー f: ニアロ h スウッド (209)，カメレレ (222) ， PV  Ac ではスfJ T 才、ア (203) , 

ホワイトシリス (217) などであった門ドロン (205)，カンジス (206) , 

組問接着えj試験における木部日i!i fl!iネは， f左右fí:il の JjJ水位によるだがkきかった 8 RF と UF の本部{政断

;fqま， 7古態試験の場合よりも全般的 lこ増大した。しかし，イエローハードウッド (215)，カメレレ (222)

プスプ。カンジス (206入は RF と UF Iζ共通して低く p ニューギニアパスウソド (204) は RI干の i品 fT，
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ラム (214) は UF の場合に低い{直を示した。

PVAc ではプラックピーン (208) に少量の木部破断が認められたが， その他の間通にはほとんど認め

られなかっ 7こ O

5. 塗装

西ニューブリテン産 23 樹葎のうち 19 尉種について塗装性試験をおとなった。

( 1 )試験方法

試験)j法は前線と伺じであるが概略について次に示す。

使用しだ樹葎の原木番号および全乾比重を Table 10/と示すo

1) 

) 11 :t;J二郎ω

不飽和ポリヱステJレ樹脂塗料を木村に直接ぢ毛布い硬化時間を測定じて木材中の地問成分が読料際化lと

与える影響を調べた。なお，硬化阻害の六きい出羽は逐次抽出をおこない，その抽出物を主主料に添加し歩

ガラス板lご塗ギjJ して硬化時間を測定したc

不飽悶ポリエステJレ樹脂塗料は実験上の都合で?木材上の便化試験と抽出物添加を主化試験はJJIjのロット

のものをイ吏用した。

2) 塗膜色jれ試験

常温硬化アミノアJレキド制 11旨塗料を;木材lと主主布し 2 種主去の劣化促進条件を伎い， 持~.~英容IJれを発生さ

-!t，割れ，数を測定した。

(2) 試験結果

試験結果を Tablε101ζ示<f o

1) 塗料硬化試験

a) 木材上の便化試験

標?準寧試験休 〔ガラス板) .l~ムの空倹設台主屯料硬イ化七H時与間 2. 1 肝

ノルνナツト(臼201) ，スヴアネア (203) ， ピメロデンド口ン (205)，カンジス (206) ， リツェア (207)，ブラ

ックビーン (212)歩ランラン (216)，ホワイトシりス (217) ，ハードセ Jレチス (219) であるつ

!f与にニー1 ーギニアウオールナット (201) ，カンジス (206) ， リツェア (207)，ブラックピーン (208) , 

ハードセノレチス (219) は硬化l壮士一が著し(， 3 E寺山]以 iーの硬イ七時間を必要としたっ これらの樹種は標準

的塗装ガ法uで塗股欠陥が発生する危険がある。

b) 抽出物添加硯イ乙試験

硬化阻45の大きいニコーギニアウォー jレナ、ソト (201)，カンジス (206)，ブラックビーン (208)，ハー

ドセルチス (21ヲ)の硬化試験会ヰ;こなった。その結ょたを Table 11 1;と示す。ただしりツ 4 ア (207) の硬

化阻害についてはすでに報告しであるので今回は省略した。

ユコーギニアウォーjレナァト (201)，プラ y クビーン (208) の n ヘキサンおよびエーテノレ抽出物に特

lこ強い使佑m'主作用が認められ， ハードセルチス (219) はエーテ jレおよびアセトン抽出物に強い硬化阻

害作用が認められた。カンジス (206) はすべての抽出物に硬化阻害作用がほとんど認められなかった。

(1) 木村利用部
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Table 11. 不鈎和ポリエステノレ樹脂塗料の硬イじにあたえる木材抽iJJ物の影響

Curing timロ of unsaturatcd polycster rcsin va士nish with extract from wood 

| 硬化時間 Curing time (hr) 
添加 Jl!l ill 物 !一一一十一

ーューヰニア J-. ~-;---1' | カンジス l ブラックピーン;ハードセノレチス
ウォドノレナット| l 

Addition of 巳xtract ~"，!，"~:"~，:，，":，~~" Garcinia I Castanospermuml 
latissima australe I Celtis luzonica 

無 ì~ 力11 2.5 2.5 2.5 2.5 
Contro1 

nーヘキサン抽出物 34.5 3.2 24~32 12.7 
n-H巴xane extract 

エーテjレナ[11 出物
31 園 5 久 6 24~J2 35へノ43

Ether extract 

22.7 月 3 3.5 35~43 

メタノ-)レ抽出物
12. 己 3.2 3.1 12.6 

Methanol extract 

注) I閉じさ註Il20 0C ， 60男6RH
Note) Curing condition 20 oC, 6096 RH. 

2) 塗l肢割れ試験

a ) \Vet-cold四dry テスト

30 サイクノレ後l叶反巴およびまさ目試験JHと塗!決別れが先生した樹碍をp 自jオ L数の多いものから列挙す

るとブスプラム (214)，カンジス (206)，ニューギニアローズウッド (209) である。

板目試験日のみに発生した樹寝はピメロデンドロン (205) ，イエ口一ハードウット、 (215)，ハードセル

チス (219) である【

まさ回試験片のみに免/すした 1M極ばスロアネア (203) である。

{也の絡1 0ftは 30 サイクノレ後も割れが全くでないか3 または，ごくわずかしか牛じなかった。

b) Soak under vaCllum即dry テスト

5 サイク Jレ後設脱却れ数の多いtM預からJ!J7j~するとフスプラム (214)，イエ口ーハードウッド (215) ，

カンジス (206) ， リツ仁ア (207)，ピメロデンドロン (205)，ハ ドセノレチス (219)，ニューギ、ニアロー

ズウッド (209)，ホワイトシリス (217) である。

a) 試験で士会，ll~~1;:!Jz'l数が多い制廃は b) 試験でも多い傾向を示した。

全乾ltillが ri~:品、 Wi極ほど主主映さIJれ数ノド3むしキI1 関係数はまさ自で 0.71，板日で 0.63 であった。

百促進試験をとおして耐主主股令IJれJ院の俊れていた樹程はニューギ、ニアウオールナット (201)，スポンジ

アス (202)，ブラックピーン (208)，アグライア (210入ダイゾックス (212)，ランラン (216)，パノレサ

(221) であったっ



バプアユ λ ーギニア対の1111工的性質〈お 3 W) (未利用出店i!f[j'f'fil) 1 ，)九

6. 曲げ加工

9'f 原人吐) .芥 j、1: 二 (2) 白(~\ 11 � );込 ]18 (3) ..ぶ li上治山

制松山iJにひき材の òll げ)JflJ 適性を検討するため?名rm LliJ>:ドユドj誌における 1111げ刀の T1J否と力11こ[後の í:fl半

半径のさ:化につい Lて試験を災』ちした。

(1)試験 )j �l; 

供試樹杭 i土問ニーブリテン必'{ 24 松仙のうち Table 12 の 16 制TÆであり B この D~'~ )j(から厚"ð 2. 5 CTIl 

の;~，村板目のたi欠点村也、採取い ちか)j問の天然~r6fJt~ののち rjJf':!; 5 cnl~ さ 2 Cl11，長さ 60cm Iζ飽伶l

{卜:J二げを行い試験村とした。

試験生iiん測定)Jì去などは前向と!日様である 8) r: 工心， JJIIコじ{去の [111 ギミ!こ径の変化 (["11長) Iとっし、てはがI

報向様，治只の曲本半後を基準にした変{乙号、iを ;Jくめるととも 1と p 新/こに~fj~1âj~~I~;~r'J勀 O_コ山本半係を7川?てとし

も算出した。

(2) 試験結果

在日Ij O) 1''，f1担ヰ〈とい 11-における 1 ]j[1ずかILI.の結洪と山り加工{去の山半半iヂの変化をして Table 12 "三 /J-\

ーみ­
G 、
/ C 

1) 118 げ加

Table 12 の名 1111ネ!半犯における担r~~Æji度

見IJ .4.数，~，i) 江口JイのiHfgの状態により Photo.

2 のように， (A) EH@側ラ 引り長側とも全く

損傷のないもの，お上び圧縮担IJ!とポl 干の)正加

がみられるが 1目的により目\'(~たなくなるも

の， (B) 一応曲げるととができるが正科目破

壊の人きいものヲ (C) cJJíjt\または引伝破壊

の出るものの 3 段階iごぼう}し，それぞれ該 ~_I:I

する木数をあげており，供武村 5 本中Aが 3

.4.以1.の組を ríl[ げ加工可能と判〉とするととと

した。

i) [jfl キ〈了判長 30cm におし、ても余< [tlpグ

!JIIT シド 17E な樹援は， ホワイトゾリス (217)

乙 20ハ <30 rnm のたわみをうえただ :rで筒

市 lこ折損したり

ニコーギ、ニアウォーノレナット (201) ，スポ

ンジアス (202)，スロアネア (20:1)，ノ f 、ンフ

ィックメイプJレ (211) , ノ f ラ Jレトカルプス

(213) およびステノレクリア (218) (土 5 木と

(1)~(3J 岐阜県林業センター

は) :;↑、 トイ 部

Photo. 2 白け加工村の損傷程度

Three gn:des basεd on typical patterns 

of bending failurεs. 
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1、able 12. 件当げ加工

Results of bending 

樹斑

Species 

ラムート
cofassus 

-3 ? 

ブナ
Fagus crenata 

0:5 0 0 0 0 5 

11) A: 全く損傷がないか，わずか江民紡破壊がみられるが，，*丹1 t支障のないもの。

B: 一応曲げることができるが，圧縮破壊の顕著なもの。
C; 折れるか， Dl張り彼壊のみられるもの。
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とれらの出程も ttn げ加工不能に分割されお。も七??畏または顕著な正縮破壊が発生し，

ダイゾックピメロデント、口ン (205)，アグライア (210) ，曲芸手半。怪 80 cm で加士可能なものは，

ス (212)，ハードセ jレチス (219) の 4 ;tM碩である。

ランラン (216) およびガラムート曲率三茎 58 cm で加工可能なものはブラックピーン (208) ，

(220) である。

)
 -

園

1-
1
 

曲~半径 45 cm まで的げ加工可能なものはイヱローハードウッド (215) 1 樹種のみである。しかiv) 

その損傷状態は圧縮し，ガ、ラムートにおいては， rth2卒"-'f-iÆ 45 cm , 36 cm で 2 オ三が AIて該当しており，

担IJの破壊によるもので，山げ加ιL条f1ーの検討によりさらに力~1工性を向上しうるものと考えられる。なお，

対照材のブナについては3 出率半径 30 cm でも全試験材が曲げ力11工可能であった。

I-vV までの評価区分を行って併記していTable 12 1亡各曲率三n主における 1.1l1 げ加工の可否lとより，

m, IV はそれぞれ，出率半径 36 cm , 45 cm , 58 cm , 80 cm について巾げ加工可能 (A がn, る。 1 ，

3 本以ヒ)， Vは曲率半径 80 cm についても曲げ加工不能 (A が 2 木以下〉である。

以上の結果のように今回とりあげた樹穏につ

いてはg 前回同様がいして高Lじ室付の方がp よ

り小さな山ヰi半径 lこまで叫iげJJLi工ャできるという

傾向がみられた。

出王手:半径の変化

i\!1 げ加工後の品i率半径の変化についてB 帯鉄

解除後および l か月終;@i交の変化主与を Table

ここでは前報の実験方法で12 Ic ;iJ~している。

のべたように， {'合具の f1+J率半径を基準lこして変

化率;を求めており，変化本の負の恒は乾燥によ

る試料の厚さ減少その他の理由 lとより，曲げ加

2) 
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帯鉄解除後の室内放置によっては，すべての
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なっている ç Fig. 12 は各日寺町jの白半半後変化
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率、i三径を法学lこした変化率 (B) も示してい
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このように曲率半径はp 帯鉄解徐により大き

その後時間の経過とともにしだいにく増大し，

同率、l~径が大きくなるが3 同 条件についてみ

ても変化率のばらつきが多心掛積9 出]2'字半径

との関係は明らかでない。しかしg その変化最

Fig. 12 tlil ヰ\+1壬の変化率?合;J(ネの経過

Changc in rac1ius of curvature 
of bent specimens anc1 moisturε 

content (R~580mm) ー

(A) Based on curvature of jig 
(B) Based on curvature before reｭ

lease from restraint. 
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は非常に小さいものであり，いずれも実用上文j;-I~î となるほど大きな曲半半従の変化ではなし"といえる。

なお九時期の合ぷヰくの変化は Fig. 12 のように蒸煮により 3 ~，~ 6 %.1:将1JlIし， 乾燥により[} "~ 10労

は少しヲ以後の放置 111 はほとんど変化が認められない。

7. 釘打ち

千葉保人(1)

パプアニュ{ギ二ア庄村 141M結の釘TJ ち位について，前知3) と同校:こ， a) 釘の正入j耐えC ， b) 釘の引 Jt、

き抵抗， c) iJjふみによる nO)道人深さ， d) 釘打ちによる別れやすさを試験した。

(1)試験方法

1)試験 1~

j半さ 60 mm  iと木取して)(然乾燥比試験J\'を作製した0

2) 釘

iA肢に用いた主丁は， JIS A 5508 r鉄丸くぎj に規〉とされたもので，つぎの 2 イ予測である c

N 45 u1怪 2.41 m m  長さ 45 mm  

N 65 [1'1 径 3.05 m m  良さ 65mm

3) 測定方法

社) 釘のj上入抵抗

試験片の71三状は ]IS Z 2121 r木村のクギ.i1 I 抜jJ;U;r: ibJ:験 )Jゐ法J によった。釘 (N 45) の j王入は件付試験

機 Olülボ，-- )レドウィン，テンシロン UTM I-2500) を月1 い， 治只で釘を2Jî:[i[Iとセットしたのち， 前lrili

速度 100mm!mm で，深さ 30mm まで圧入した。試験片は各 3 片， JUJ ;ci数は得条件 6 本である。

íI入低HGI正次式から求めた。

釘の記入恨む'L (kg/cm) =Pa!l 

Pa 府主fの圧入iこ裂した支え大前夏休g)

1 釘の)lli)\z;r: さ (cm)

b) itrの SI j)x:さJ1Hir:

圧入抵抗を測定した誌験片で，荷量速度 50 mm/min で引抜き抵抗を測氾した。「巨人より引抜きまでの

幸子主出l寺mJは約 3 時間である。

IJ I Jl:( iき拡4抗は次式から求めた。

nの引抜き JIWC (kεIcm)=Pw!l 

凡フ:釘の引放さに裂した最大存;nE: (kg) 

1 釘の進入深さ (cm)

c) f] 込みによる釘の進入深さ

議;錘式釘nち装置を用い ， 1王入， 引抜き jlUおと同じ試験f↑l で inU;ζ し tこ c 釘 (N 45) はあらかじめ先端

部を続く打込んで同定し， lJ止さ 1 kg のハンマーを釘頭の 10 cm _1ーから1'1 (;(~然ドさせ，これを 3 同くりJl，;

レて，主nJ ち前後の主了の丙さをノギスで測定した。

d) 釘子]ちによる;r，:IJれやすさ

(1 )木材不IJ Jf]部



-138 一 休業試験場研究報告第 299 号

Table 13。 釘の圧入抵抗，引抜き抵抗および打込みによる進入深さ

Driving resistance, withdrawal resistance 
and depth of penetration 

樹 名

;出lE4221
王子子一王ZhJZAJ日ιLi6

i区ι-|JfJjILL--?llL巳ど1371ι三川110
Jιιk土:ヒJLU521|Jι!与子)lい1主f」占f竺竺よ1ι占ムi←!J生fJよ主14主J三三子♂」主L三5 

弓子伝予必γ土067 11ゴ三ぺ引引竺よ型8竺fエι午LLf竺竺竺竺竺oム一一一一Jト一一一一J一一一ム一lムJ
竺午争包千坐竺 一で土00三:三， 0 72三Lじ16 0川160 1土6 0 1二1…1竺」宅与?よJイ日空f4主引f乞32リI~士」主主川:!型人出!手主引!竺イιJ|♂h主fJf二」!1 : 

石;h J:三ι山12ι7主lI2231f2132と
;品川s l 210i 080 卜ul511U2ふ 4副主リ?ム

ぷレJ 052 じ七2fhziι2引 21?とJ 11~1_9J主6
日ILL- ベ 0.52 三ムUιιι十jlJλLι
イ抗心λ[JJi7.72 L~3.9 52?イιl引41l川fLL土L
-rm  j J 1jJL-i | 1 3 8 ト1ff土1土49竺竺土!1とι5;幻ト7/Jllドい:川、3およコム35よコよム5Jfヱ工43土1!とL4ω9 3おJ2よふ6Jf1土42士土!iL4U7 i ;;王引引τ一一-ιl ム l一;1i三工3Jよ1ι2.日九;j午:しO 

1山d仰n起;L斗L!E竺liaι一ιa 217 1ご止2. 7 止竺グ主よ引?引バん1十川l卜止巾11午ム手兵!竺o直;Lj:L!ア一\卜出!;?J山1主4七一~LJL
218 一一 I_l~一三日71山ιiんト引

圧入
Static driving 

t選

Speciεs 



釘打ちによる割れ頻度

Frequ告ncy of sprittings by nailing 

釘間隔(端部からの距離)

30mm (キ 10 D) 

Table 14聞

L
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G
U
V
い
い

1
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ド
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斗S
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E
-
n
Z
」
烹
同
(
、
￥
∞
山
科
目

)
(
L
hき
」
山
一
室
鼠
一
三
日
山
岸
)

*1 D: 主了の I告 1壬
*2 -t十木 LJ までの割れ

十:微ノトな書!Jれ

: îiù れなし

r<亙く置くIVくV
→割れ易い

ニコーギニアウォノレナット
Dγacont前腕'[0:抗争ube'叩~lum
スポンジアス l 

Sp側dias dulcis 
スロアネア | 
Sloanea i托sulaγis
ピメロデンドロン 1 

Pimelode乱針。na明boinicum i 

ブラックピーン | 
Cαst肌ospe:γγnum 醐stγale!
ニューギニアローズウッ
Pteγocar，ちus indicus 
アグライア l 

Aglaia litoγalis 
パシフベヮウメーデル
A甘100γ品開cullala

ダイゾックス
Dysoxylu:叫乱γ叫oldia:γ!u制
イエローハードウッ
Neonaucl阜乱甘1aluen
ラソラソ
Burckella 宵凶Eγo争oda
ホワイトシリス
Ailanthus ínte又γífolía
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Ste:γ印刷 p田'ki抗som!
ハードセ jレチス
Celt﨎 luzo:叫!ca
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-1!R5i*S 

一一 Grad巴

IV 

IV 

IV 

lV 

V 

m 

1 

立

4 

4 

む

4 

5 

2 

2 

6 

。

。

。

。。

〆

。

5 

。

。

ピ
ν 

一、
U 

5 

2 

。

。

。

。

。

4 

。

。

。

。

3 

6 

。

3 

。

も

も

6 

。

。

。

。

。

。

6 

。

ひ

。

3 

。

3 

。

。

2 

。

2 

。

。

。

。

6 

6 

も

6 

。.38

0.67 

0.72 

0.72 

0.80 

O. 52 

0.51 

210 

211 

名程

Sp巴Cles

樹

立6 。o 6 。。2 4 。O. 52 才;ヌ

I 0 

4 2 

I ~ ~ I 
。 I 0 I 

Notes) キ1 D: Diameter of the nai1 
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Fig. 14 引抜き抵抗と比百ひま白百)

Th巴 relation between withdraw呂1 rモsistanc己

(巴dge grain) and sp己cific gravity. 

OB 口日

Fig. 13 圧入抵抗と比重(柾口 ffii)

The relation b巴twe巴n driving resistance 
(edge grain) and spcci五c gravity , 

07 0.6 

dry) 

!手 2cm， 11I言 6cm，長さ 30cm の追柾目の試験片

を用い，木口からn (N 65) の直径の約 5 ， 10, 15, 。 。V 

20 倍の位置に木表から余槌 (390 g) で釘の先端が

貫通するまで打込んだのち，苦手jれの状況を裏面から。申告T匀 

むiどきした。 ζ の際，主丁の周回 lと必ず!~~ずる ~yj鋒状の

ζれから派生した裂け目状の割れに割れは除外し，
。

微小な割れが派生していないもの(一入ついて，

市
川
河
斗

いU
骨

L
J
t
一
一
側

h
u
c
ω
U
C
φ
U
F
m
c

一
工
二
円u
ω

るもの(+)，割れが木口 l己主しているもの(十ト)の
α3 。

3 稲妻IHこ分けて水 1Iからの距離ごとに例数を求め，

5D で割れないものを 1 ， 10 D で割れないものを宜
。。i

 

のように 5 段階に分けて剖れやすさを表した。

試験結果(2) 
ムー_J

10 

J.f入抵抗ヲ引佼きほjjL，打込みによる注入深さの

試験結果を Table 13 にまとめた。

0.5 

比 重量(~乾)
Specific gravity (air dry) 

Fig. 15 割れやすさと比亙

Splitting t巴ndency and speci品c gravity. 

。

J王入抵抗と比重との関係をしめす例として柾目 Lgf

Jと対するものを Fig. 13 iと，引抜き抵抗と比百:との関係を Fig. 14 にしめす。

Tabl巴 14 lこしめグ。 Fig. 15 釘潤隔と割れの発生状況についてまとめ，釘打ちによる割れやすさをp

は割れやすさの程度を比重と比較したものである。

石比重材のj抵抗は低比重とくらべて!日jい。)五人抵抗， 81 波き抵抗と上ヒ去の相|苅は百心

釘れふろによる板の割れやすさも比重;とともに増い低比 l立はは割れにくい。

これらのがf5Pdま前報と同じ傾向をしめしている。

南士
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PrOI)Crties of Som母 Papua New Guinea Woods Relating 

with .Manufaduring Proc朗自己s VIH 

Lu珊ber processing of some W紛t New Britain w加点

vVorking Group on Utilizati� of Tropical vVoods(1J 

5ummary 

Several test8 concerl1ing lumb記r processing such as savving , dry.1 11ふ民luinjふ fìnishing ，

WO� bendi l1g , and nailin記 were carried out on 80口1e wood speeies colledcd at a jowJand r討口

forest in West N己w Britain in 1ヲ76. The samples w己re taken frOln the 10gs of sp以 ies listed 

in th巴 report VI 

1 明

'1、hc tesLs for sawing prop日rties of e呂ch sp記ci念日 by bal1d s旦w machine wじ工e じarricd out 

almost in th巴 sam王 waァ as of the previous test. The pc戸\'1ξr requirernent , nwanderinε(wander) 

and fuzzy or woolly grain of sa¥vn surfacc by sa wing the grecn stocks at various Ieed sp日ed

le'1eIs were m切sllrecl ， and relativc easiness of band sawing Jor each species w乱8 rated. 

Procedure 

Two 丑at grain test pîanks, 7/1 m m  thick bァ 2 metcrs lonε ， were take日 frO!l1 the n�lclle 

portio11 (free from pith) 1n the cross s巴CtiOll of each 開mple log as shown in the pre'1ious 

report. 

Size of sa w blade w品s 1.06 mm  thick by 12k.124 mム11 ~W ide, whose teξth have 25' il1 nook 
angle , 450 in sharpness angle ancl 32111m in pitch. St色llite was mountecl 011 every other tooth 

01' the blade (the effective pitch of saw tO(ぇh was 64 lDm). Pa工tはicula工r ca工巴 was paid f()ヱ k己己p­

ing th巴 k王巴rf width ，乱111仁d edg巴呂harpn己58 of 8乱w t<り)oth a呂 COYlst乱1日:lt 司呂 po呂siblc dur口lr江19 the tιヨt

r印llns

、width， and it was driven at 5'70 rpm (namely, 1 ，800111/口lin in nmnin広 speed).

A pair of 74 m111 green pla11ks, piled and clogg佼1 on the carriage, was sawn repeatedly 
into thin boa士ds. 5eγ巴11 le'1els of feed speed (5, 7, 14, 21 , 26 , 32 and 37 m九nin， or 0.17, 0.24 , 

0.47, 0.73 , 0.89 , 1.09 and 1.26 m m  bite per tooth) were appliod on sawing of tho test stocks. 

T11巴 required net power , resL11tant me乱nderin日 of 83wing path and fuzziness of sawn surface 

as shown in Photo. 1 were measllred duIÍn宮 or after each sawing run , 

Hesults 

Thεnet power required for s旦wing at 旦 gi '1en feecl spe巴d ， the 111註ximum feed sp山d apｭ

plicable with slight meandering of sawing path , and the extcnt of fuzzy 又rain obser'1ecl on 

S乱wn surface are shown in Tables 1 and 2. 

1) The heavier the test speciεs wむre ， the higher the required 11et p口\VCY "\V乳s. Especially, 

Garcinia (206)*, Aglaia (210) , Neonauclea (215) and Celtis (21ヲ) r巴quirecl high net power. 

2) Thεm乱ximum feed speed was gener司lly higher for the species of ]ower power 町田

Received October 20 , 1977 
(1) Wood Technology Division, Wood Uti1ization Division and Forest Products Chemistry Division 

Parenthesized number correspond to Jog number 
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quirεment， but Burckella (216) 叩d Ochroma (221) showed r己latively low maximum f巴ed speed 

for its lower power requirement. Sawing ()f Maranthes (214) , of which density was consider-

ably high, was difficult at ev叩 less than 7 mJmin feed speed. 

3) Severe woolly or fuzzy grain on sawn surface was observed in some sp巴cies with 

lower d巴nsity such as Spondias (202) , E路dos押rmum (204) , Parartocaゆus (213). Especially, 

woolly grain of Ochroma (221) was 邑xtremely rough. 

2. 1王iln 。f lnmber 

The following two ﾏtems of experimεnt were carried out for th巴 drying properties of 

lumb日r.

a) 1000C-test・-… .Quick drying tests for the purpose of pr巴surnption of the suitable drying 

schedule. 

b) Sch巴dulεdrying experiment.... ..Kiln drying experimens with the schednl巴s presumed 

from the above quick test. 

Procedure 

1) Test materi司1 and sp日cimen

。ne meter long holt was cross cut from each 17 species as shown in Table 1. Test m乱M

terials were sawed out at random from 悶ch bolt. rj 、hus ， th邑f!at-graìned and the edge-grained 

lumbers wer巴 obtain巴d from th巴 heartwood portion. Then, these lumbers w己re cross cut and 

dr自民d into two types of specimens, which wer巴旦) the flat-grained specimens of 2.0 cm th�k 

by 10cm wid巴 by 20 cm long for 100DC-test, め both th阜f!at凶grained and the edg巴呪rained

specimens of 2.7 cm thick by 20 cm wide by 60 cm long for schedul邑 drying experìm巴nt. Both 

ends of all specimens for th巴 sch巴dul巴巴xperil11ent w巴r巴 coated with mixtures of varnish and 

aluminum powder. 

2) Method of measurement 

a) 1000C-test 

Three test specimens per species, as a rule，巴re dried grcen to oven-dry in an ordìn乱ry

electric oven at th巴 temperature of 100..~ 1050C. Initial checkings (巴nd， surface checkings and 

splits) w巴re observed during drying, and honeycombing (i此ernal chccking呂) and deﾍormation 

(col1apse) w抗日 m邑asur邑d aft色r drying. Th邑n ， th日se three types of drying defects were graded 

by our crit日ria. By means of the 註boすe procedure, the initial and fll1al drying conditions for 
2.7 cm thick board in sch日dulc dηring werεpr己8umed.

b) Schecl ule clrying 己主perim巴nt

'1'he suitable drying schedul巴 was d思te主mined in the following process : 

Dry bulb and wet bulb temperaturcs in the 五rst stage of schedule drying (initial tern幽

P巴ratures) ， and dry bul b tel11 pera tur己 iηthe 1旦st stage of drying (五nal tempεrature) are estiｭ

rnated by the results from lOOOC-test. 

Initial dry bulb temp巴ratuγe changes to th巴 ncxt step at 35タ\5 moisture content. Changes 

of dry bulb temperatures in the intεγmediat巴 8tage take place with a r旦ising rate of temｭ

perature by about 50C per 596 moisture content 1088 along 旦 straight line on semi-logarithl11ic 

gr乱ph 乱s shown in Fig目1. '1'h己 raising rate 1n the 1 乱ter stage is adjusted properly so that 

the final dry bulb temperature may start at 15% moisture coロtent.

Initial wεt bu1b deprcssion is changed to the ncxt s七ep a t the moist1ユre cont巴nt level of 

one-third decre乱se of grcen moisture cont日n仁 Intermediatc wet bulb depression chang巴s take 
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pl呂田 along a straight line on semi-1og丘rithmic graph. Thus , both 五nal dry bulb temperature 

乳nd wet bulb depression start at 15% moistur巳 content.

T、he sp巴cimens were weighed at proper intervals of drying time in order to obta匤 the 

drying process curves in an experimcnt乱1 1. F. typc dry kiln. At the same ti旦:lC， clrying ch巴ck.

ings were observed. Afier drying, shrinkage and twist were measured剛 Hon巴ycombing (inｭ

ternal checking) w郡司Iso cxamined by cross cutti乱立以工he centεr of the speci口氏問。 Shrinkage

in thickness w乱s measured ，vith 乱 dialεau記e type instrmnρnt (accurac)ア. 1/20 mm) and shrin凶

kage in width was obtained with a p日ir of calipers (accur日cy : 1/20 mm). Only one run of 

drying 阜玄periment p色r species was carri巳d out bas巳d on the dryin乞 process of a 亡。ntroj sampl巳

of the eclge凶grained specimen. 

Results 

1) 100CC-t己8t

Drying defects 呂nd 巴stim丘t巴d c1ryillg conc�ti.ons are shov\ザアn in Table 3. Majむr results of 

drying defects ョro summarized beloもN.

a) Initial ch巳cking

Initial ch己cking in Ne州側clea (215) , Celt� (21ヲ)乳nd Vilex (22旬、v乱s severest 旦mong a11 

the species. There w乱5 乱 slig ht fear of checkiれ in Sρ。符 (202) ， Pterocal汐 (209) 札口d

Ochroma (221) , 

b) Deformation on cross section (collaps己〕

Casta月osþen明日間 (209) was proved to deform most, followcd by Draconiomelon (201) , Sp印1，­

dias, Sloartea (203) , Aglaia (210) and Burckella (216) , 

む) Honeycombing (int巴rnal checking) 

日oneycombing in Sloanea and Castanosjうermum was s己 vercst among al1 thむ spccies ， D叩­

contomelon and Burckellαb巴longed to the secondary grol1]J, Th日 otheγspccies brouεht no seγ 

ous problem , 

2) Schcdule drying expcriment 

Drying schedules usεd in th﨎 exp記ríment werc obtai立ed by mino工 correcticn of thεesti­

mated schedules from 1000C 民st N乱mely，五gures 巴re rOL1nded 1.0 5DC inl.erval for dry bulb 

t巴mperaturc and Q, 50 C for wet bulb dむpression. Som巳 species were driec1 simultan巴ously with 

the s乱me drying 日ch巴dule whεn theiτestimat.ed schedules were sh主lilar 1.0 ピ乱c11 othe工二 Thereｭ

fore , some species w己主e event:ual1y dried with the slightly di妊crent schedule from that esti目

mated from 1000C-tむst. Dr;;アing curves of two species and drying 仁onditions， drying time , 

shrinka芯巴 (反reen to oven四dry) 乱nd 80 口n of ea,ch specics ar 巳 shown in Figs. 2, :3 and '1'a111ε4， 

DryinξdefccLs such 旦s checkings and collapse occurred in the fo11o日ring spεcies during 

drying with the schedules shown � Table 4. Minor correction of the schedlJles for these 

specics will be Ilceded 

乱) Sloanea (203) 

Moveτnent of watcr through the wood was slow for its spccific gravity. Initial checking 

and honeycombing on the flat-grained spεcimens， ancl se寸ετe collapse on the edge-grained ones 

occurred. Consequently, a sm立記、IVhat milder 3chedu1e than that in Tabl己 4 is rccornnl日nded

for this speci記S

b) Castanos�ermum (208) 

Reduction of l1l0istur巴 contcnt w乱s vcry 310w. Both init僘l chccking and honeycombinε 

were f口出:ld on thεflat同grained specimensラ乳nd sever在 collapse (abnormal shrinkage in thickne日s)

occurred on the edge-gγained specimens. '1、he abnonn乳1 shrinkage in thickness was s令vcrじで
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around the pith than in the circumferenc巴 of log. As for th巴 initial wet bulb depression, 1.5 

~2.00C is recomm巴nd巴cl. Furth巴rmore， it is bett巴r to apply the !ower dry bulb tempεrature 

thぉ1 that in Table 4. This species was remarkably diff�u!t to be kiln-driecl 

c) Amoo叩 (211)

lnitial chεcki孔εon th己宜at-grained specimens and col1apsc on the cdge回grained ones were 

found. lnitial dry bulb temp巴ratu陀 of 500C and wet bulb d巴pression of 3.0oC are recommended 

for this species. 

Spondias tre昌ted in this study was more easily clriecl without any drying defcct by severer 

drying conclition than the same species in the previous report. 

Judging from the whole exp巴rimental conditions, it was found that Parartocar戸us (213) , 

Ailanthus (217) , Stel'culia (218) and Ochroma (221) woulcl belong to thεgroup to be dried mo日t

easily among 17 species 

3. properli記'8 with k亙dfe

The cutting forcc and the defects that occurred on cut surfac邑 in rotating cutting of dri巴d

lumber were measur巳d.

Procedure 

1) Measur巴ment of cutting forcc 

The test spedm巴ns for longitudinal, transv巴rs巴 and cross cutting w色re kiln driεd and then 

stored in 200C temper呂tur巴 and 65% relativεhumiclilY for 4 weeks. The moisture content of 

test specimens was 12 土 2% 乱t the test. Thc cutting was donc uncler th巴 conditions of cutterｭ

head speed 900 rpm , cutting 昌ngle 56D, sharpness 呂ロgle of knife 400, material of knifc SKH 3, 

depth of cut 2.4 mm , feed p巴r one knife 3.3, 4.4, 5.5, 6.6 and 7.7 mm. Th巴 γalues of cutting 

force were obtained by 邸周raging of 40 maximum values of cutting force (maximum torque 

values). Th巴 T巴latio 11. b♀tween cutting force (P) 旦nd feed per one knife (f) was expressecl 

in experiment昌1 equation P~a+b. fn , ancl the co11.stants a, b and n w己re calculat巴d. Furthcrｭ

more, the cutting force 旦t 3 111m feed per o11.e knif巴 was obtained，品s the cutting force at 

practical cutti11.g condition. 

2) Tests for knife lifc 

Thirty to fifty tcst specimcns of 36 mm  thick by 40 111m 耳7ilide by 1 ，OOO~1 ，800 mm  long 

were pr巴par巴d for each species, and th巴 bastard s乱wn surfaces w巴re cut with 且 single surface 

pl乱n巴r. The evaluation of cut surfac巴s was don巴呂t cutting length of 200 , 500, 800, 1,100 and 

1,500 m , and the p巴rcentag巴 of defectiv巴 tcst pieces to total tcst pieces was obtained. Thc 

limit of knife llfe was shown as cutting length at 7096 of defcctivξtest pieces. Th巴 cuttin民

conditions were as follows ; cutter-head speed 6,180 rpm , cutting anglc 560, sharpness angl巴 of

knife 400, diameter of cutteトhead 130 mm , material of knife SKH 3, depth of cut 1.0 mm , f巴巴d

p巴r knife 3.0 mm. 

Re自ults

1) Cuttinεforce 

The v丘lucs of a , b and n in experimental equatio口 P~a十 b fn are shown in Table 5. The 

cu tting force i立cr巳as巴d linearly as incre 旦sing of feed in each species. Th巴 value of was 

about 1 in a11 the species. Th色 cutting force at 3 mm  of feecl (PO.3) increas巴d as increasing 

of sp思ci五cεr旦vity. In this relation, Burckella (216) in longitudinal cutting and Dracontomelon 

(201) , Aglaia (210) ， βurckella (216) and Celtis (219) in cross cuttin廷 showed hiεher value of 
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2) Knifむ lifc

]、heτcsults of 仁 llttin江 lellgth at 7096 ()f defcじtiv巳 piじじC尽札口d kind of dckcts tha i 00じな1"1むd

on 仁 ut surf,].ces ar-e sh川 in Ta > 6. Aglαia (210) , j1moo問 (211 )， Dysoxylum (:n 2) 品nd

Jl1arant!ws (2J4) cou冝 not bc cut smoothly ずGロ for a shorL planing length , whi1e 子'u rckellα

(216) could be 仁 srncothly a short ]令ngth. Thc 口ther specie8 cou ld be cut for a 10立g

J.enに lh witllOut remarkahl行 d日fec\ 比

おぷj bv 日宮む)釘1111 ，:;丹おじりnducl ぇ d lu リ Î) 1. a_i lJ !);)ud � n~.: 1"\.;î]に 11 ， oi 

上ト pancis from 

母dure

r\'，ハぅ Ikl 日1 pan 日 h:;J tnnl thí じk hy mrn 1ηァ;J，6U mm  lOll);ι 、Iむ

!ll討 γ 乱で boa，rds

ゴ'hと adhむおj-vcs resorじlno! 日(ぷF)，乱 rc尽in (TJF) and polyviηyJ 乱辻te cmul四

日:りえじ) which lemperatlJr日。 forηnllatioTI o_f g:ucs and gluing 

ム arεS弓 in T;"ble ~ The panels に conditioi1むd at a ten1perat 斗1'0 of 2(YC and 

丘t 品工己じた oÎ 4596 i� two ヒk8

εtest ;:;ジ以:imeD.s ， 20 wide and 80 mrn long , wcreιut ヮロt frorn twu t03t pancJs 

ofιh 、仁郎d.l lJ31f foでく b行nd streつ gth (norm乱 I state test) 札口d ror wct 

lJりtJ，ぺ広th test (w <lter 己広 日imむ幻日íon~ of th{-: spe仁1mむn in, Fig 

The bond strength (nonna~l 色sioじ strength) 日江おおæaslcrcd 旦t thむ norrnal stι1te (乱t

a c;f 20 二!こ εhænidity ()f 63 土 10ゑ;) bas日d りn .IlS K 6851 (1972) , 

()む ns 名 (197;;) ， wct わっnd stren支出 ("'\Natcr ナ ing adhesion strcngth) was 

1抗日呂Sllrεd lreatcnent shown 丸 5. 

む仁 thc、記 cycle test 10了 .RF叩gIucd spccimens, 1.11口、NaHn watむr pro(吋111J:; tcst 

;LTJcl cold waJer 了日ion tesl) f。 γ UF~glucd 仁iIncns and theζproofíng test 

PVAc戸glucd 日p任、inlcnsε了c made. After勾 each oﾍ these t281,'. lhe wd bond strcη只(h ¥vas 

measured wh曻e the 叩eciJ:nens ¥A/ere '，vE~L 

設話

日口、，円 I It仁社汀郎、 1 ，だり1λ1:1む川、 t1f(_'tD('n l".;-_;，り t わりnd ら十 h t"， ~jt were 

どables 8 and 9. 

Tho roiatiu五りf tho 巳ιgr(J.\'Îty to bond streηgth shown in Figs. ちヘ]1.

寸Î1.cγagιγet己 of 町巴 bond strellgth tt ノ bond strcngth for alJ 

were 80劣 for RF, 76タ UF and :3::1% ior /¥c. 

1、しi巴おれ'1th bund f(Jァ the speciiï仁三ravltア arc a~ foJlc)¥vs : 

ααnos戸 (208) ， α(209).

l_~_F 仁 μ(208入 ω(20ヲ)，ど σ は

α 品。ゐJう (20ti) ー

Fマ!γ、'hc、 Eぶ、 ド問tい刊泊江k仁、i ιじfお占 1杭W九ι寸一-i!h 忘日ヤi(り)(り収〉χ 訂れわ」日，]C、尽汗ι只 η1 弓(“} どοr 句 1ド、 d γ ¥ Iわ}()1](� t ピE日、t 江 r'ド辻三 [，引、ぺn"、片1川日￡

iぷν" .ユ μωJ持必!zとω5 (214) 争 Celils (21ヲJ

じF:δ(21.1) 

: Pimeiudendrω1 (206). 行 (206). ム α(210) ， ωithes (214). ぶleo}Zαuclea (213)1 
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Burckella (216) , Celtis (219) 。

The species with low wet bond strength for their specific gτavity aで巴 as foIlows: 

RF: Castano、ψermum (208) , Dysoxylum (212)" 

UF : Pterocarρus (209) , EucalYlうtus (222). 

PVAc: Sloa持ea (203) , Pimelodendron (205) , Garcinia (206) , Ailanthus (217) 倫

The sp日cies with wood failures less than 5096 in th巴 W巴t bond test are as follows : 

RF: Eucalyp似s (222). 

UF : Garcinia (206) , M仰'anthes (214) , Neo削uclea (215) , Eucalyputus (222). 

PVAc : All sp巴cies tested. 

4. 

The curing time of an u l1saturat色d polyester r巴sin varnish 0立 wood and cracking of varnish 

五1m on wood under two accel巴ratεd conditions wer巴 observed.

P:rocedure 

The test specim巴ns of both flat grain and edge grain w日r巴 prepar邑d for th巴 following tests 

1) Curing time of the varnish 

a) Test on 巴ach sp巴cies

Th巴 varnish used for the curinεtest was unsaturatecl polyestcr 工esin which was prepared 

by adding one part cobalt naphthenatc and one part m巴thyl ethyl keton peroxide as a hardner 

to 100 parts of the v呂rnish.

The size of test sp巴cimens w巴re 13x21x1.2 (cm). They wcre conditioned 註t 200C and 

65% RH, and then coatεd with the unsaturated polyester resin varnish by film applicator blade 
without f�ling and und日r coating. 

The varnish wet f�m was 250μin thickness. Th巴 curing time was measured in the con-

ditioned room at 20'C and 65% RH 

An indentation hardn巴S8 t巴ster was used to d巴termine the c Llri立g tim巴 of the varnish. 

b) Test on the sp巴cial species 

The unsaturated polyest巴r rcsin varnish was added to 0.3 part of e文tracts fro111. spedes 

which had remarkably th巴 prolonged curing time of th巴 varnish on wood. 

Th巴 V乱rnishes containing each extract w巴re coated on glass , anc! the curing tim巴日 wer巳

111巴asurecl by the ahove寸立巴ntioned m日thocl.

2) Crackinεof varηish 五1m 0口 wood

The varnish us巴d for cracking t巳st was aminoalkyclγesln v江rnish which was prepared by 

adding 50 parts of thinncr and ftve parts of ethanol solution (50 g 戸-toluensulfonic acid in 50 

ml of ethanol) 丘s a hardn色r to 100 parts of thεvarnish" The ten test specimens of 5 x 5 x 1.2 

(cm) fγom each species, a half of which were flat grai日註nd th巴 other h乱lf were edge grain, 
were condition巴d at 200C iind 6596 RH, and sand-papcr巴d with No. 120 grit garnet-paper, one 

of the two w�e surface on each specimen (5X5(cm)) w忠了e coatεd thre巴 t�es with thc 

varnish by spray gun. 

The amount ()f th巴 varllìsh applied was 150 g!m2 (/11.376 nonvolat�1e cont巴nts).

a) W巴t-cold-dry cycle test 

The cycle test , compos巴d of humiclifying (at 23'C ancl 9596 RH for 24 hr)! freeziロg (at 

200C for 五ve hr) and drying (at 600C for 19 hr) , was repeated thirty times 0立 the coated 

sp己Cl立len.
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む) So乱 k under vacuu江l-dry cyclc t口8t

Thc cycl巳 test ， composed of soaking (in 正listil1ed watc1' undcτvacuum ()f 150 mmHg foτ 

iour mi立) ぉld drying (at 600C for 24 h1'), was 1'ep己atεd [1，ア合 t1m es on th巴 coated sp巴cimcn ，

Numbe1's of varnish [,]m cracks occurred on the Lest specimむns by Lhe accele1'ated tests were 

mcasured with a magnift己r (x 5) at cach cycl巴.

Results 

Rcsults are shown in 1、able弓 10 and 11. 

1) Curing time of th0. varnish 

乱) T0. 呂t or口} 己凶a以抗ch

T、h巴 じ工u山1はぽ凶Z工討'i包ing tim刀五1一es on 1ρ)r叩どd前 ο州f持d均01制?匁telo削月 (σ20引J) ， Sloμnca (203) , l'imelodendron (205) , Ganiniα (206) , 

Utsea (207) , C(1sta符 (5)うermum (208) , /'lmo仰'(1 (211) , 1Jysox_ylum (212)ヲでkella (216) , lIilanthus 

(217) and Celtis (219) w0.re longer than I:h辻t on glass (the cur�g time was 2.10 hr) by 0 , 30 

hr to 1.79 hr. 

Thc curing timcs on Dracontomelon (201) , Garcinia (20(1) , Litsea (207) , Castanoψermum 

(208) and Celtis (219) ',vere pro1on廷巴d 巴sp巴cially (mor巴 than 3 hr). 

b) T、est on t11e sp巴cíal species 

Strong inhibitiomミ were 8hown by 1.h記 n田hεxa口日 c瓦tracts and th己日thC1 巴瓦 Lr孔仁ts from 

川ど

from Celtがis (219) , The oth巴r solγent 日xtracts from thcs己 spe仁ies had we社 k inhibiling effecL 

1、h8 r記sult of 1巴st for Lilsea ¥'va8 re]Jortεc1 ln the pr自vious paper. 

2) Cracking ()f varnish 五1m on w()ocl 

江) Wet回coldィ:1ry test 

Much mOIe varnish film cracks developed on lVlaranthes (214) , Garcinia (206) , PterocarρM 

(209). The species with varnish 五1m 仁racks occurred only Oll th巴f1al grain were Pimelodenｭ

dron (205) , Neonaucfea (215) and Celtis (219) , 

b) Soak undεr vacuum-dry test 

The nmnbers りf varnish f�m cr乱cks develop巴cl in llﾆaranthes (214) , Neo月auclea (21fí) ラ Gar­

月ia (20行)， Litseα(207) ，目的elodendron (205) , Celt� (219) , Plerocar�us (209) ;md Ailanthus (217) 

wcrc morc than th08日 of the other sp巴cies ，

Noγarnish 五1m cracks were fou日d io 刀racontomelon (201) , S'ρondias (202) , Cαstαnospermu!n 

(208) , Aglaia (210) , Dy.δoxy.lum (212) ヲ Burckella (216) 乱nd OChr0!11α(221) ， 

6, Wood 

VariatioIl in degree of bending fai咊res with r乱dii of curv日 ture and 、 h旦ngc in curv駘turc 

()f th，、 bcnt sp巳cirncns \\;ァith tﾍIne \九アcre Hleasur巴d for examination of bending ability of 16 species , 

Procedure 

Flat恥graincd i巴8t pieces w巴T巳 obtainecl frcロ1 the 11ca1'1.\\プood portion ofεach log and surf旦ced

to the bending specimen日 of 5 C lD \vicle, 2 crn t江icl王 aIJ 仁1 60 cm long after drying to 10，，~15 per 

cent moistur・e content , The 1.est specimons undcrwont the steamíngωtmcnt for 30 to 60 

mmutes 乱t thc 抗日lOsphcric pressur巳 prior to bcnding operation. Th己n ， each specimen was 

仁luickly transferred to a bending jig with r凶íi of curvature from 30 to 80 cm (5 steps as 

sho\vη in T乳ble 12) , The f1exib� steel lensio日 strap was arrangcd on th巳 convむ五 side of the 

specimen , This bcmling 万()じ日lurc is thρ so-called Tho!lct methodω 

ノ1ft 巴 thc b巴nding opむT乱tion ， each bent specimen was r巴日tr旦ined with a tie..rod and re司
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mov巴d from the b 三 nding jig , Tb記 bent specimens were dried ir二 a smal� experimental dry 

kiln for 15 hours with the steel strap and the ti巴回rod. Th巴 steel strap and the tie-rod were 

rεmoγed aft巴r the drying. Then, the changes in curvature of the specimens 'Ne問 measu犯d

u 五xed intervals of time in a ro()m condition. 

The tested specimens were rated to 3 grades as below b旦sed on thεd巴gree of be口ding

f乳ilures. They are, 

Grade A : Specimens with or without minor compressive failures-"negligiblc for practical 

use , -in the coぉ cave side 

Grade B: Specimens b邑nt with remark昌ble compressive failures 

Grade C: Specime註s bent with break乱ge or t巴nsion failures 

The change in radius of curvature is calculat巴d by the following fOrnl111a; 

Changi時四te~!γX100 (%) 

where , is radius of Cl1rvaturc of bending j� a1'1d is radius むf curvature aft巴r cxposurc 

in a room condition. 

Res泌ts

Dcgre日 ()f be1'1ding failures ()f 巴ach log (th巴 number of spedrn巴ns rated to gr註dc A , B or 

C) and change in curvature after 01'1と month exposure in a room conditio1'1 are show1'1 in Table 

12. Results 呂町 summarized as follovvs : 

a) Draconfomelon (201) , S，戸ondias (202) , Sloanea (203) , Amoora (211) , Parartocar，戸 (213) ，

flilαnthus (21 '7), Sterculia (218) could 110t be bent ev巴n with radius of 仁urvatuer of 80 ClTl。

h) Pi出elode持dron (205) , Aglaia (210) , Dysoxylum (212) , Celtis (219) could b巴 bent with 

radius of cuτvature of 80 cm , but 1'1ot with 58 cm. 

c) Castanos戸er例目別 (208) ， β'urckella (216) , Vitex (220) could b巴 bent wﾎth radius of cuτm 

vatur巴 of 58 cm. 

d) Neonauclea (215) on1y could be bel1t with radius of curvature of 45 cnL Two specimcns 

out of 5 Vilex (220) were rated to grad巴 A with both radii of curvat日re of 45 cm and 36 cm. 

Judging from the results, more than two specimens of 日tex may be bent with these radii of 

curvature by improving th巴 bending opε1'ation or b巴nding condit�ns. 

e) Somc specime1'1s gained in curvatu陀 (became 8mall号r radius, d己noted by minus sign 

in TabJe 12) , while the other8 108t (b巴calll巴 larg巳r radius) after air cxpo日ur巴 in a room cc川帽

dition. Howcvむr thl點 w巴re neglj gi ble for practi cal purposcs. 

円,. 

The tests 01'1 the nailing ch丘racteristics ぱ the lumber were carried out 

a) The driving resistance of nail when driven into the wood with COl1stant rate. 

b) The withdrawal resﾌstance of 1'1ai1. 

c) 、he dcpth of pe1'1etration of na匀 wh巴n driv巴n by dropping hammげ.

d) The splíttin広 with naiL 

Proce是認:re

。 Test materi社社nd spccimen 

Fourt巴巴n spccics 日re tcs1:己d

2) Nails 

Thc fol1owing two types of nai] wcr仁 sel日ctcd.

45 diamcter 2A1 rflm 1ength 45 m m  (巴xperÏIncnts a , b, c) 
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N 65 diameter 3.05 m m  length 65 mm  (experiment d) 

(JIS A 5508 Common n乱立)

3) Method of measuremenl 

a) Driving resistance 

The test specimen 乱nd a general view of the st呂tic drivlng appar昌tus w呂s shown in the 

prev卲us p品P記r句 Naíls were dr咩en to :10 mm  depth at a constant rate of 100 mm/工uin and 

rlur�g driving the 10乳d-depth of p己netration di乱gra口n \V忠re recordeeL 

The formula used in thc calculation ()f the drivinεresisianじe 18 : 

。riving resistance (kg!cm) ~Pd/l 

wher忠 Pa is the m乱ximum ]oad of driving (kg); and 1, the depth of penetrat�n ()f nail (cm). 

b) Withdrawal r巴sistance

Thc "ame sp巴cim日n話 as those for driv匤g resistance test were examined. 時rere withｭ

dr呂志 at a const乱 nt rate of 50 mm/mln and during withdrawal the load-withdra1ゐ叶 diagram 

was recorded. Th巴色lapsed time froll1 driving tilJ withdrawal w乱呂乱bout three hours. 

The formula used in the caJculadoD 01 the withdrawal resist日 nce is' 

w江hdr乱wal resistance (kgicm) =Pw/l 

-Where 﨎 the m辻ximum l�d � withdrawal (kg); 品日d l. the depth of pt.netration of the 

nai1 (cm). 

c) The depth ()f penetration 

Hammer of 1.0 kg was dropped on a n乱il head from the height of 10 cm. 

The depth of pe即位以ion w部 measured with a slide caliper after three droppings. 

d) Splitting 

The spccimen was 詰hO'N Il in the pr・evious p司per. N乱iJs wεre dr�en throu呂h t江e board 

with a 390 g common Ì1amm日r to four different distanc記s from the 記nd of specimen. After 

dri司ring， visihle splittings wer日記xamined.

Result出

Th巴 results on nailing propertles 乳re shovvn in Tableぉ 13 立nd 14. 

Figs.13, 14 乱nd 15 illustrate correlations between these prop己主ties and the spcじific gravity. 

The driving and withdrawal resistance of n乱llingιorrelated to th日 speci五c gravity, the 

denser spedes offered greater resistanc日 to nailing than the lighter ones. 

The 臼plittíng t己ndency increased with spedfic gravity , the lighter speci 巴s did not 叩lìt

easi1y 註s the denser ones. 

Thεresults ob!孔inecl prese口 t a ぉimilar tef!dcncy tho日εof the pτがdOllS pap'"L 




